
R６/1/31四国EPOイベント

愛媛県 県民環境部 環境局
自然保護課 生物多様性係
武智 渉

県有林の「自然共生サイト」への
登録を契機として
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自己紹介

・経歴

徳島県出身 → 愛媛大農学部卒業

→ 徳島県職（技術職:農業）（6年：普及3年、研究1年、文化行政2年）

→ 愛媛県職（技術職:農業）（7年：普及3年、自然保護行政4年）

・担当業務（生物多様性係は4人で、鳥獣行政やシカ食害対策等も所管）

生物多様性、希少種、外来種に係る業務

（現場対応を除く庁内調整、予算、議会対応、県民への普及啓発等）

※現場対応は県生物多様性センターが市町や地元等と連携して実施
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背景

• 愛媛県総合計画（2023年～2026年）

• 第２次生物多様性えひめ戦略（2017年～2026年）

現在中間見直しを行っており、後期指標に関連目標を組込む予定

• 生物多様性国家戦略2023-2030
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KGI：県土における自然環境エリア（自然公園、鳥獣保護区、里地里山等）の割合
10％（令和４年）→20％（令和8年）

ネイチャーポジティブ、30by30…

自然保護に携わる人は
絶対的に少なく、取組
み規模は大きくない。
（
点で、保全活動に取り
組んでいる）
これからは、他団体や
他業界を巻き込む必要
がある
国民全体の行動
求められている
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環境省資料より転載



6環境省HPより転載



7環境省HPより転載



自然環境エリア、自然共生サイト（OECM）を
今後広げるために

• 県が先頭でリードしないと民間団体や市町等の取組
が広がりにくい（旗振り役がいないと前に進みにくい）

• 一度申請を経験することで、申請書等作成にかかる
要点を把握することができ、相談を受けた際のアド
バイスにつなげられる
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自治体や大企業は、ある
程度義務感で申請が伸び
るかもしれないが
小企業等はメリットが少
なければ、申請数は伸び
にくいだろう



申請内容
• サイト名称：愛媛県の県有林

• 面積：1163.69ha（18区域）

スギ・ヒノキを中心とした針葉樹林（植林）。マツや雑木の天然林を一部含み、

林床には、ササ、低木、シダ類、キイチゴ類、高茎草本等が生育する。

• サイトの価値

◎生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種

からなる健全な生態系が存する場

◎希少な動植物種が生息生育している場、あるいは生息生育している可能性

が高い場

• 管理体制等

県職員等による県有林等の通常管理の中で実施、巡視等
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自然共生サイト申請エリア【愛媛県の県有林】
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申請サイト内の様子【愛媛県の県有林】

再造林 苗木のシカ対策

林内環境②林内環境①



県有林の自然共生サイト申請は、

①申請のメリット・必要性について庁内関係課の理解が得にくい

②生物多様性に関する取組みを総括する

自然保護課 ＋ 森林整備課（県有林担当） ＋ 林業政策課（森林計画担当）

⇒当課が調整・申請

（申請認定に係る新たな取組みや事務作業は担当課から抵抗が予
想されることから、現状の取組みや手持ちデータを収集、整理。）

申請に当たり
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寄与（愛媛県特有かもしれないが…）
・県で動植物のデータベースを管理していた
・県有林として、適切な管理と把握ができていた
・専門家や林業職と円滑な連携が取れる
・各種計画等に反映することで、他課の協力が得られや
すくなった

県有林は、
既に森林認証を受けている

自然共生サイトの申請認定を受けて、関係
者の多様性への意識が高まればいいな



申請での苦労

• サイト内の多くのデータが求められる（生育等データ、写真）

• 森林管理（経済活動）は、上（木材）を注視しているが、下は景
色（雑草・雑木と森の生き物）になりがち

• 森林管理（経済活動）において、生物多様性に寄与している行為
の抽出モニタリング計画の見える化

• 複数ある地区で 管理体制や自然環境が異なる中で、複数地区を
一申請とする合理性

• 複数地区のサイト内情報を、審査員が審査しやすい形に整理
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愛媛の自然を次代に繋いでいくために

①規模は小さいが、豊かな生態系が残された地域の保全

②30by30目標の達成に向けた保全面積の拡大

→両輪で進めることが重要

具体的には…（自然共生サイト関係）

・県や市町が関係した区域の申請促進

・企業林や社寺林等の申請促進

・地元保全団体やNPOの活動場所の申請促進
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ご清聴ありがとうございました。

本日の話で、御不明な点等がございましたら、
下記連絡先までお問合せください。

【問合せ先】
自然保護課（089-912-2368）
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